
 
２０１９年度 傾斜的研究費（全学分）国際研究環・研究環 研究報告書 

 
【研究費区分】：国際研究環 
 
【研究代表者所属】：都市環境科学研究科 環境応用化学域 
 
【研究代表者氏名】：宍戸哲也 
 
【研究代表者氏名フリガナ】：シシド テツヤ 
 
【研究代表者職】：教授 
 
【研究分担者（所属,氏名,職）】 
国内研究者 
・理学研究科 野村琴広 教授 
・理学研究科 山添誠司 教授 
・都市環境科学研究科 石田玉青 准教授 
・金の化学研究センター 村山 徹 特任教授 
・京都大学大学院工学研究科 田中庸裕 教授 
・香川大学医学部医学科 和田健司 教授 
・東京農工大学大学院工学研究院 平野雅文 教授 
・大阪大学大学院工学研究科 水垣共雄 教授 
・兵庫県立大学大学院物質理学研究科 杉村高志 教授 
 

海外研究者 
・Renmin University of China, China Zhiping Li  Professor 
・Tsinghua University, China Chanjuan Xi  Professor 
・Peking University, China Zhenfeng Xi Professor 
・Shanghai Institute of Organic Chemistry, CAS, China  Yong Tang Professor 
・Seoul National University, Korea  Chulbom Lee Professor 
・Nanyang Technological University, Singapore  Pak Hing Leung Professor 
・Nanyang Technological University, Singapore  Tamio Hayashi Professor 
・Nanyang Technological University, Singapore  Astushi Goto  Associate Professor 
・National Tsing Hua University, Taiwan  Chien-Tien Chen Professor 

・National Taiwan Normal University, Taiwan  Hsyueh-Liang Wu Professor 
・National Taiwan University, Taiwan  Chi-Wen (Kevin) Wu Professor 
・Chulalongkorn University, Thailand  Boonyarach Kitiyanan  Professor 
・PETROMAT, Thailand Chulalongkorn University, Thailand  Pramoch Rangsunvigit Professor 

・PETROMAT, Thailand Chulalongkorn University, Thailand  Hathaikarn Manuspiya  Associate Professor 

 

 



 
【研究環課題名】：高機能触媒による天然資源を原料とした環境にやさしい選択的物質変換プロセスの開発 
 
【研究環の活動概要と，ここで形成された研究グループ・研究拠点の今後の研究活動について】（600～800 字程

度で記入。図（組織図含），グラフ等の使用も可。） 
・ 本研究環は、これまでの学術交流・共同研究を基盤とした効率的な炭素-炭素結合形成反応を可能とする

高機能触媒の開発や環境に適合する触媒反応・プロセスの開発・研究に関してアジア地域を中心とした

国際共同研究体制の構築を目指している。現在、2021 年 12 月に本学において、ファインケミカルズ合

成に関する 400 人規模の国際会議（International Symposium on Catalysis and Fine Chemicals 2021 
(C&FC2021)）の開催準備を進めている。本学主導で国際会議を主催することで、当該分野における研究・

教育拠点としてのプレゼンスの向上が期待できる。 
・ 本年度は、2019 年 12 月に台湾から 2 名、2020 年 1 月にタイから 5 名の研究者を招聘し、最新の研究成

果について情報交換を行うとともに、それぞれ本学大学院生(都市環境科学環境応用化学域、理学研究科

化学専攻)を対象とした講演会を開催し、研究・教育の活性化を図った。また、今後の共同研究について

意見交換を行うとともに、2021 年の国際会議に向け、準備を進めた。一方、代表者、山添教授、野村教

授は、2020 年にタイ・バンコクで開催された The Pure and Applied Chemistry International Conference 2020 
(PACCON 2020)においてそれぞれ招待講演を行いタイの若手研究者との交流を行い、今後の学生の相互

派遣、短期招聘研究者の受け入れなどについて情報交換を行い、準備を進めた。さらに野村教授は、Prof. 

Walter Kaminsky（University of Hamburg 名誉教授) 特別講演会を本学にて開催した他、インド、トルコ、エジ

プト、オーストラリアから学生ならびに研究者を受け入れるとともに国際共同研究（E-Asia）プログラムを

開始するなど、国際的な研究拠点の形成を推進した。また、村山特任教授は、べトナム、中国、フランスか

ら学生ならびに研究者を受け入れ、国際的な研究拠点の形成を推進した。 
 
【学会発表（発表題目，発表大会名，年月を記入）】 
1. WO3/Al2O3触媒上の Brønsted 酸点の発現に対する水の影響の検討 

相原健司・三浦大樹・宍戸哲也, 第 17 回触媒化学ワークショップ 2019 年 7 月 25 日(木)～27 日(土)  姫路
商工会議所 

2. 担持 Y2O3 触媒によるグルコースからの乳酸一段合成 
畑大地・三浦大樹・宍戸哲也, 第 17 回触媒化学ワークショップ 2019 年 7 月 25 日(木)～27 日(土) 姫路商
工会議所 

3. 担持 Au 触媒を用いた複素環化合物の sp2C-H 結合シリル化 
平田竜士・三浦大樹・宍戸哲也, 第 17 回触媒化学ワークショップ 2019 年 7 月 25 日(木)～27 日(土)  姫
路商工会議所 

4. ヒドロキシアパタイト担持 Rh 触媒による NO の選択的還元 
土井隼･林峻･三浦大樹･宍戸哲也，第 17 回触媒化学ワークショップ 2019 年 7 月 25 日(木)～27 日(土) 姫路
商工会議所 

5. オレフィンの酸化的ジアセトキシル化に有効な担持 Pd-Te 触媒の構造解析 
保前勇太・三浦大樹・宍戸哲也，第 17 回 触媒化学ワークショップ 2019 年 7 月 25 日(木)～27 日(土)  姫路
商工会議所 

6. 表面に修飾可能な官能基有するシロキサンゲルの調製 
加藤玄・三浦大樹・宍戸哲也, 第 17 回触媒化学ワークショップ 2019 年 7 月 25 日(木)～26 日(金) 姫路商
工会議所 

7. アルキンのヒドロシリル化に有効な担持 NiAu 触媒の開発 
福田要平・小川亮一・三浦大樹・宍戸哲也，第 17 回触媒化学ワークショップ 2019 年 7 月 25 日(木)～27 日
(土) 姫路商工会議所 

8. WO3/Al2O3触媒上の Brønsted 酸点の発現に対する水の影響の検討 
相原健司・三浦大樹・宍戸哲也, 第 40 回触媒学会若手会「夏の研修会」 2019 年 7 月 31 日(水)～8 月 2 日(金) 
休暇村伊良湖 

9. 担持 Y2O3 触媒によるグルコースからの乳酸一段合成 
畑大地・三浦大樹・宍戸哲也, 第 40 回触媒学会若手会「夏の研修会」 2019 年 7 月 31 日(水)～8 月 2 日(金) 
休暇村伊良湖  



 
10. 担持 Au 触媒を用いた複素環化合物の sp2C-H 結合シリル化 

平田竜士・三浦大樹・宍戸哲也, 第 40 回触媒学会若手会「夏の研修会」 2019 年 7 月 31 日(水)～8 月 2 日
(金） 休暇村伊良湖 

11. ヒドロキシアパタイト担持 Rh 触媒による NO の選択的還元 
土井隼･林峻･三浦大樹･宍戸哲也，第 40 回触媒学会若手会「夏の研修会」 2019 年 7 月 31 日(水)～8 月 2 日
(金)  休暇村伊良湖 

12. オレフィンの酸化的ジアセトキシル化に有効な担持 Pd-Te 触媒の構造解析 
保前勇太・三浦大樹・宍戸哲也, 第 40 回 触媒学会若手会「夏の研修会」 2019 年 7 月 31 日(水)～8 月 2 日(金) 
休暇村伊良湖 

13. 表面に修飾可能な官能基を有するシロキサンゲルの調製 
加藤玄・三浦大樹・宍戸哲也, 第 40 回触媒学会若手会「夏の研修会」 2019 年 7 月 31 日(水)～8 月 2 日(金) 
休暇村伊良湖 

14. アルキンのヒドロシリル化に有効な担持 NiAu 触媒の開発 
福田要平・小川亮一・三浦大樹・宍戸哲也 第 40 回触媒学会若手会「夏の研修会」 2019 年 7 月 31 日(水)
～8 月 2 日(金) 休暇村伊良湖 

15. Silylation of Aryl chlorides by PdAu Catalysts 
正木洋佑・三浦大樹・宍戸哲也，第 66 回有機金属化学討論会 2019 年 9 月 14 日(土)~16 日(月) 首都大学
東京 南大沢キャンパス 

16. WO3/Al2O3触媒上の Brønsted 酸点の発現に対する水の影響に関する検討 
相原健司・三浦大樹・宍戸哲也, 第 124 回触媒討論会 2019 年 9 月 18 日(水)～20 日(金) 長崎大学 文教キ
ャンパス 

17. 担持 Au 触媒を用いたアリルエステルのアリル位ボリル化 
蜂屋祐香・三浦大樹・宍戸哲也，第 124 回触媒討論会 2019 年 9 月 18 日(水)～20 日(金) 長崎大学 文教キ
ャンパス 

18. 担持 Au 触媒を用いたプロパルギルエステルのシリル化によるアレニルシラン合成 
正木洋佑・三浦大樹・宍戸哲也，第 124 回触媒討論会 2019 年 9 月 18 日(水)~20 日(金)  長崎大学 文教
キャンパス 

19. 担持 Y2O3 触媒によるグルコースからの乳酸一段合成 
畑大地・相原健司・三浦大樹・宍戸哲也，第 124 回触媒討論会 2019 年 9 月 18 日(水)～20 日(金) 長崎大学 
文教キャンパス 

20. 担持 Au 触媒を用いた複素環化合物の sp2C-H 結合シリル化 
平田竜士・三浦大樹・宍戸哲也，第 124 回触媒討論会 2019 年 9 月 18 日(水)～20 日(金） 長崎大学 文教
キャンパス 

21. オレフィンの酸化的ジアセトキシル化に有効な担持 Pd-Te 触媒の構造解析 
保前勇太・三浦大樹・宍戸哲也，第 124 回 触媒討論会 2019 年 9 月 18 日(水)～20 日(金)  長崎大学 文教キ
ャンパス 

22. アルキンのヒドロシリル化に有効な担持 NiAu 触媒の開発 
福田要平・小川亮一・三浦大樹・宍戸哲也，第 124 回触媒討論会 2019 年 9 月 18 日(水)～20 日(金) 長崎大
学 文京キャンパス 

23. 担持 Y2O3 触媒によるグルコースからの乳酸一段合成 
畑大地・三浦大樹・宍戸哲也, 第 9 回 CSJ 化学フェスタ 2019 2019 年 10 月 15 日(火)～17 日(木) タワー
ホール船堀 

24. 担持 Au 触媒を用いた複素環化合物の sp2C-H 結合シリル化 
平田竜士・三浦大樹・宍戸哲也, 第 9 回 CSJ 化学フェスタ 2019 2019 年 10 月 15 日(火)～17 日(木) タワ
ーホール船堀 

25. ヒドロキシアパタイト担持 Rh 触媒による NO の選択的還元 
土井隼･林峻･三浦大樹･宍戸哲也，第 9 回 CSJ 化学フェスタ 2019 2019 年 10 月 15 日(火)～17 日(木) タワ
ーホール船堀 

26. オレフィンの酸化的ジアセトキシル化に有効な担持 Pd-Te 触媒の構造解析 
保前勇太・三浦大樹・宍戸哲也，第 9 回 CSJ 化学フェスタ 2019 2019 年 10 月 15 日(火)～17 日(木)  タワ
ーホール船堀 

27. アルキンのヒドロシリル化に有効な担持 NiAu 触媒の開発 
福田要平・小川亮一・三浦大樹・宍戸哲也，第 9 回 CSJ 化学フェスタ 2019 2019 年 10 月 15 日(火)～17 日(木) 
タワーホール船堀 

28. Ru 錯体触媒を用いる芳香族アミド C-H 結合の直接変換を経る複素環合成 
木村悠倫子・三浦大樹・宍戸哲也, 第 49 回石油・石油化学討論会 2019 年 10 月 31 日(木)～11 月 1 日(金) 
山形テルサ 

29. Selective catalytic reduction of NO over Cu-Cr/Al2O3 catalysts 
Shengyan Piao, Hiroki Miura, Tetsuya Shishido, 第 49 回石油・石油化学討論会, 2019 年 10 月 31 日(木)～11 月 1
日(金) 山形テルサ 



 
30. 含窒素官能基で修飾した Pd 系合金によるギ酸からの水素発生 

早稲田萌・林峻・三浦大樹・宍戸哲也, 第 49 回石油・石油化学討論会 2019 年 10 月 31 日(木)～11 月 1 日(金) 
山形テルサ 

31. ヒドロキシアパタイト担持 Rh 触媒による NO の選択的還元 
土井隼・林峻・三浦大樹・宍戸哲也， 第 49 回石油・石油化学討論会 2019 年 10 月 31 日(木)～11 月 1 日(金) 
山形テルサ 

32. 二酸化炭素/ギ酸の相互変換による水素供給・貯蔵システムに有効な担持 Pd 系触媒の開発 
早稲田萌・河合絵梨佳・三浦大樹・宍戸哲也, 第 39 回水素エネルギー協会大会 2019 年 12 月 2 日～3 日 タ
ワーホール船堀 

33. Ru-V 系複合クラスターを前駆体とする触媒調製とアミンの N-アルキル化反応への応用 
林峻・宍戸哲也, 第 125 回触媒討論会 2020 年 3 月 26 日(木)〜27 日(金) 工学院大学 新宿キャンパス 

34. Pt/WO3/Al2O3 触媒を用いたグリセロールの水素化分解の活性に対する WO3-Al2O3界面長さの影響 
相原健司・三浦大樹・宍戸哲也,  2020 年 3 月 26 日(木)～27 日(金) 工学院大学 新宿キャンパス 

35. TiO2担持 Ru 触媒による α-アミノ酸合成: グリセリン酸からアラニンへの転換反応 
齋藤嗣朗・Feng Shixiang・三浦大樹・宍戸 哲也，第 125 回触媒討論会 2020 年 3 月 26 日(木)～27 日(金) 工
学院大学 新宿キャンパス 

36. 担持 Au 触媒を用いる芳香族化合物のシリル化 
豊増智也・平田竜士・三浦大樹・宍戸哲也，第 125 回触媒討論会 2020 年 3 月 26 日(木)～27 日(金) 工学院
大学 新宿キャンパス 

37. フローリアクタによるグリセロールからの乳酸連続合成 
加納絵梨沙・相原健司・三浦大樹・宍戸哲也，第 125 回触媒討論会 2020 年 3 月 26 日(木)～27 日(金) 工学
院大学 新宿キャンパス 

38. 放電プラズマ-触媒ハイブリッドシステムによる穏和な条件下でのメタン直接転換 
菅沼伸哉・堀江玲・江守宗次郎・三浦大樹・佃達也・山添誠司・宍戸哲也，第 125 回触媒討論会 2020 年 3
月 26 日(木)～27 日(金) 工学院大学 新宿キャンパス 

39. 担持 Ru 触媒を用いた尿素加水分解による高効率水素製造 
野本賢俊・三浦大樹・宍戸哲也，第 125 回触媒討論会 2020 年 3 月 26 日(木)～27 日(金) 工学院大学 新宿
キャンパス 

40. 金属リン酸塩担持 Au 触媒の調製とその触媒機能 
西尾英倫・三浦大樹・宍戸哲也，第 125 回触媒討論会 2020 年 3 月 26 日(木)～27 日(金) 工学院大学 新宿
キャンパス 

41. カウンターアニオンによるホスフィン保護合金クラスターの構造異性化 
藤木裕宇，松山知樹，高谷光，安田伸広，中谷直輝，山添誠司，ナノ学会第 17 回大会，かごしま県民交流
センター，鹿児島，2019/5/9. 

42. X 線吸収分光法を用いた配位子保護合金クラスターの電子状態解析 
松山知樹, Sakiat Hossain 藏重亘, 朝倉博行, 河村直己, 根岸雄一, 中谷直輝, 山添誠司, ナノ学会第 17回大会，
かごしま県民交流センター，鹿児島，2019/5/9. 

43. Synthesis of Phosphine-protected Gold Clusters Modified with Metal Ions 
Vorakit Chudatemiya, Tomoki Matsuyama, Hikaru Takaya, Nobuhiro Yasuda, Seiji Yamazoe, 第１３回分子科学討論
会, 名古屋大学，名古屋, 2019/9/17. 

44. ポリオキソメタレートによるホスフィン保護金属クラスターの構造異性化 
松山知樹，藤木裕宇，平山純，高谷光，安田伸広，中谷直輝，山添誠司, 第１３回分子科学討論会, 名古屋
大学，名古屋, 2019/9/18. 

45. 5 族金属酸化物クラスターによる二酸化炭素固定化反応 
藤木裕宇, 平山純, 山添誠司, 第 124 回触媒討論会, 長崎大学，長崎, 2019/9/19. 

46. 金属酸化物に内包された金クラスター触媒の精密合成とその触媒特性 
澁澤一輝, 平山純, 根岸雄一, 佃達哉, 山添誠司, 第 124 回触媒討論会, 長崎大学，長崎, 2019/9/19. 

47. 金属酸化物クラスター塩基触媒を用いた低濃度での二炭素固定反応 
藤木裕宇, 平山純, 山添誠司, 第 125 回触媒討論会, 工学院大学，東京, 2020/3/26. 

48. 望月ちひろ, 竹歳絢子, 石田玉青, 春田正毅, 村山 徹, 「フルフラール選択的酸化反応における担持金ナノ粒
子触媒の担体・サイズ効果」, 第 62 回石油学会年会, タワーホール船堀, 2019.5.28. 

49. 藤田隆史, 石田玉青, 芝本幸平, 本間徹生, 大橋弘範, 村山徹, 春田正毅, 「酸化亜鉛に担持した金ナノ粒子触
媒による CO 酸化―低温における酸素の活性化過程の変化―」, 第 124 回触媒討論会, 長崎大学, 2019.9.18. 

50. 望月ちひろ, 宍戸哲也, 春田正毅, 石田玉青, 村山徹, 「Au/Nb2O5による 5-ヒドロキシメチルフルフラールの
選択的光酸化」, 第 124 回触媒討論会, 長崎大学, 2019.9.18. 

51. 望月ちひろ, Lin Mingyue, 竹歳絢子, 石田玉青, 中島清隆, 春田正毅, 村山徹, 「担持金ナノ粒子触媒における
金ナノ粒子の電子状態がフルフラール酸化反応に与える影響」, 第 124 回触媒討論会, 長崎大学, 2019.9.18. 

52. Mingyue Lin, Chihiro Mochizuki, Baoxiang An, Yusuke Inomata, Tamao Ishida, Masatake Haruta, Toru Murayama, 
“High catalytic activity for CO oxidation below room temperature over Au/Ta2O5”, 第 124 回触媒討論会, 長崎大学, 
2019.9.18. 

53. 竹歳絢子, GANGARAJULA, Yuvaraj, 袖永竜生, 村山徹, WANG, Junhu, 春田正毅, 石田玉青, 「ハイドロキシ
アパタイト担持金ナノ粒子触媒による脂肪族アルデヒドの酸化的エステル化－カチオンおよびアニオン置



 
換効果－」, 第 124 回触媒討論会, 長崎大学, 2019.9.18. 

54. 猪股雄介, 秦慎一, 清永英嗣, 盛田啓一郎, 吉田和広, 春田正毅, 村山徹, 「150 °C 以下で NH3-SCR 活性を示
すバルク酸化バナジウム触媒―4 価バナジウムの効果―」, 第 124 回触媒討論会, 長崎大学, 2019.9.18. 

55. 西垣潤一, 石田玉青, 春田正毅, 「金クラスターおよび金合金クラスター触媒による補酵素 NAD+の還元反
応」, 第 124 回触媒討論会, 長崎大学, 2019.9.19. 

56. Haifeng Wang, Mingyue Lin, Hiroto Mogi, Yoko Fukui, Yohei Jikihara, Tsuruo Nakayama, Sadao Yasui, Masatake 
Haruta, Toru Murayama, Hiroki Miura, Tetsuya Shishido, “Selective catalytic oxidation of NH3 over Pt-Au alloy 
catalysts at low temperatures”, 第 124 回触媒討論会, 長崎大学, 2019.9.19. 

57. 望月ちひろ, 宍戸哲也, 春田正毅, 石田玉青，村山徹, 「酸化ニオブによる 5-ヒドロキシメチルフルフラール
の選択的光酸化における金ナノ粒子担持効果」, 第 49 回石油・石油化学討論会, 山形テルサ, 2019.10.31. 

58. 猪股雄介, 清永英嗣, 盛田啓一郎, 吉田和広, 窪田博愛, 鳥屋尾隆, 清水研一, 春田正毅, 村山徹, 「4 価バナ
ジウムを含んだバルク酸化バナジウム触媒の低温(150 oC 以下)における NH3-SCR 活性」, 第 49 回石油・石
油化学討論会, 山形テルサ, 2019.10.31. 

59. 望月ちひろ，Lin Mingyue 竹歳絢子,石田玉青，宍戸哲也, 中島清隆，春田正毅，村山徹, 「担持金ナノ粒子
触媒を用いたフルフラール酸化反応における担体が与える影響と金粒子サイズの効果」, 第 125 回触媒討論
会, 工学院大学, 2020.3.27. 

60. Mingyue Lin, Chihiro Mochizuki, Baoxiang An, Yusuke Inomata, Tamao Ishida, Masatake Haruta, Toru Murayama. 
“Gold catalyst with a new acidic support of Ta2O5 and its high catalytic activity for CO oxidation”, 第125回触媒討論
会, 工学院大学, 2020.3.27 
 

 
【国際会議】 
1. Selective Catalytic Reduction of NO over Delafossite-type Oxide 

Shengyan Piao, Shinsuke Imai, Hiroki Miura, Tetsuya Shishido，The 17th Korea-Japan Symposium on Catalysis，May 
20-22, 2019, Jeju, Korea 

2. Silylation of aryl chlorides by supported Pd-Au alloy catalysts 
Y. Masaki, H. Miura, T. Shishido, The 1st International Symposium on Hybrid Catalysis for Enabling Molecular 
Synthesis on Demand, May 30-31, 2019, Tokyo, Japan 

3. Development of perovskite type catalyst for oxidative coupling of methane 
A. Nishida, H. Miura, T. Shishido, The 8th Asia Pacific Congress on Catalysis (APCAT-8) August 4-7, 2019, Bangkok, 
Thailand 

4. One pot conversion of glycerol to lactic acid over supported platinum catalyst 
K. Takahashi, S. Feng, H. Miura, T. Shishido, The 8th Asia-Pacific Congress on Catalysis (APCAT-8) August 4-7, 2019, 
Bangkok, Thailand 

5. Acid property of alumina-based mixed oxides supported tungsten oxide 
Mizuki Saito, Hiroki Miura, Tetsuya Shishido, The 8th Asia-Pacific Congress on Catalysis (APCAT-8), August 4-7, 
2019, Bangkok, Thailand 

6. Interconversion between bicarbonate and formate over supported palladium-gold alloy catalysts 
M. Waseda, K. Nakajima, M. Tominaga, H. Miura, T. Shishido, The eightth Asia Pacific Congress on Catalysis 
(APCAT-8) August 4-7, 2019, Bangkok, Thailand 

7. [2+2+2] Cycloaddition of Alkynes by Concerted Catalysis of Adjacent Pd–Au in Alloy Nanoparticles 
H. Miura, T. Shishido, 14th European Congress on Catalysis 2019 (EuropaCat2019), August 18-23, 2019, Aachen, 
Germany 

8. Selective Silylation of Aryl halides by Supported Palladium-Gold Alloy Catalysts 
Y. Masaki, H. Miura, T. Shishido, 14th European Congress on Catalysis 2019 (EuropaCat2019), August 18-23, 2019, 
Aachen, Germany 

9. Kinetic study on reaction mechanism of hydrogenolysis over Pt/WO3/Al2O3 catalysts 
T. Aihara, H. Miura, T. Shishido, EuropaCat2019 August 18–23, 2019, Aachen, Germany 

10. Selective CO2 hydrogenation over supported Rh catalysts 
J. Suzuki, H. Miura, T. Shishido, 14th European Congress on Catalysis (EuropaCat 2019, Aachen) August 18-23, 2019, 
Aachen, Germany 

11. Supported Pd-based alloy catalysts for highly efficient hydrogen storage system based on carbon dioxide/formic acid 
cycle  
M. Waseda, E. Kawai, H. Miura, T. Shishido, The fourth International Symposium on Hydrogen Energy-based Society 
August 22-23, 2019, Tokyo, Japan 

12. Selective catalytic reduction of NO over Cu-Cr/Al2O3 catalysts 
Shengyan Piao, Hiroki Miura, Tetsuya Shishido, The 9th East Asia Joint Symposium on Environmental Catalysis and 
Eco-materials, November 5-8, 2019, Yancheng, China 

13. Selective catalytic reduction of NO with CO and C3H6 over Rh/HAP 
S. Doi, S. Hayashi, H. Miura, T. Shishido, The 9th East Asia Joint Symposium on Environmental Catalysis and 
Eco-materials, November 5-8, 2019, Yancheng, China 

14. Base Catalytic Properties of Polyanionic Metal Oxide Clusters 



 
Yu Fujiki, Jun Hirayama, Seiji Yamazoe, Pure and Applied Chemistry International Conference 2020, Bangkok, 
Thailand, 2020/2/13. 

15. Synthesis of Phosphine-Protected Gold Clusters Modified with Metal Ions 
Vorakit Chudatemiya, Tomoki Matsuyama, Jun Hirayama, Seiji Yamazoe, Pure and Applied Chemistry International 
Conference 2020, Bangkok, Thailand, 2020/2/14. 

16. C. Mochizuki, M. Lin, A. Taketoshi, T. Ishida, M. Haruta, T. Murayama, “Effects of the size of nanoparticulate gold 
and their support on selective oxidation of furfural to furoic acid”, The 8th Asia-Pacific Congress on Catalysis, 
Bangkok, Thailand, 2019.8.4. 

17. Mingyue Lin, Baoxiang An, Nao Niimi, Yohei Jikihara, Tsuruo Nakayama, Takashi Takei, Tetsuya Shishido, Tamao 
Ishida, Masatake Haruta, Toru Murayama, “Efficient removal of ammonia by using niobium oxide supported gold 
catalyst with high nitrogen selectivity”, The 8th Asia-Pacific Congress on Catalysis, Bangkok, Thailand, 2019. 8. 6. 

18. Mingyue Lin, Baoxiang An, Yoko Fukui, Yohei Jikihara, Tsuruo Nakayama, Takashi Takei, Tetsuya Shishido, Tamao 
Ishida, Masatake Haruta, Toru Murayama, “基于 Au/Nb2O5 催化剂对氨气的高选择性催化氧化的研究（Selective 
Catalytic Oxidation of NH3 by using Au/Nb2O5）”, The 10th National Conference on Environmental Chemistry, Tianjin, 
China, 2019.8.17. 

19. Yusuke Inomata, Takuya Yoshida, Masatake Haruta, Toru Murayama, “The Relationship between Pore Structure of 
Polyoxometalate Support and Gold-Catalyzed CO Oxidation”, EuropaCat 2019, Aachen, Germany, 2019.8.19. 

20. M. Lin, B. An, T. Takei, T. Shishido, T. Ishida, N. Niimi, Y. Jikihara, T. Nakayama, M. Haruta, T. Murayama, ‘Low 
temperature selective catalytic oxidation of NH3 by Au/Nb2O5 catalysts’ , EuropaCat 2019, Aachen, Germany, 
2019.8.20. 

21. C. Mochizuki, T. Shishido, T. Ishida, H. Masatake, T. Murayama, "Effect of the deposition of gold nanoparticle on 
Nb2O5 for photocatalytic selective oxidation of 5-hydroxymethylfurfural", Au-Sdarc Symposium on Gold Catalysis 
2019, Yantai, China, 2019.9.22. 

22. Mingyue Lin, Chihiro Mochizuki, Baoxiang An, Yusuke Inomata, Tamao Ishida, Masatake Haruta, Toru Murayama, 
“High catalytic activity for CO oxidation below room temperature over Au/Ta2O5”, Au-Sdarc Symposium on Gold 
Catalysis 2019, Yantai, China, 2019.9.22. 

23. Haifeng Wang, Mingyue Lin, Hiroto Mogi, Yoko Fukui, Yohei Jikihara, Tsuruo Nakayama, Sadao Yasui, Masatake 
Haruta, Toru Murayama, Hiroki Miura, Tetsuya Shishid, “The coefficient effect of electron-deficient Pt and 
electron-rich Au in selective catalytic oxidation of NH3 at low temperatures”, Au-Sdarc Symposium on Gold Catalysis 
2019, Yantai, China, 2019.9.22. 

24. Yusuke Inomata, Shin-ichi Hata, Makoto Mino, Eiji Kiyonaga, Keiichiro Morita, Kenji Hikino, Kazuhiro Yoshida, 
Hiroe Kubota, Takashi Toyao, Ken-ich Shimizu, Masatake Haruta, Toru Murayama, “Bulk Vanadium Oxide Catalyst 
Containing Tetravalent Vanadium for Low-Temperature NH3-SCR (<150oC)”, 9th East Asia Joint Symposium on 
Environmental Catalysis and Eco-materials, Yancheng, China, 2019.11.6. 

25. Mingyue Lin, Baoxiang An, Yoko Fukui, Yohei Jikihara, Tsuruo Nakayama, Takashi. Takei, Tetsuya Shishido, Tamao 
Ishida, Masatake Haruta, Toru Murayama, “Role of acid sites in selective catalytic oxidation of NH3 with high N2 
selectivity”, 9th East Asia Joint Symposium on Environmental Catalysis and Eco-materials, Yancheng, China, 
2019.11.7.  

26. Haifeng Wang, Mingyue Lin, Hiroto Mogi, Yoko Fukui, Yohei Jikihara, Tsuruo Nakayama, Sadao Yasui, Masatake 
Haruta, Toru Murayama, Hiroki Miura, Tetsuya Shishido, “The coefficient effect of electron-deficient Pt and 
electron-rich Au in selective catalytic oxidation of NH3 at low temperatures”, 9th East Asia Joint Symposium on 
Environmental Catalysis and Eco-materials, Yancheng, China, 2019.11.7. 

27. Baoxiang An, Mingyue Lin, Nao Niimi, Yohei Jikihara, Tsuruo Nakayama, Tamao Ishida, Masatake Haruta, Toru 
Murayama, “Selective catalytic oxidation of ammonia using nanoparticulate noble metal deposited on Nb2O5”, The 
8th Asia-Pacific Congress on Catalysis, Bangkok, Thailand, 2019.8.5. 

28. Jun-ichi Nishigaki, Tamao Ishida, Masatake Haruta, “Mutual Redox Conversion of NAD+ and NADH by Gold 
Catalysts”, The 8th Asia-Pacific Congress on Catalysis, Bangkok, Thailand, 2019.8.5. 

29. Mingyue Lin, Baoxiang An, Nao Niimi, Yohei Jikihara, Tsuruo Nakayama, Takashi Takei, Tetsuya Shishido, Tamao 
Ishida, Masatake Haruta, and Toru Murayama, ”Selective Catalytic Oxidation of NH3 with High N2 Selectivity over 
Au/Nb2O5", The 4rd International Symposium on Hydrogen Energy‒ based Society, Hachioji, Japan, 2019.8.22. 

30. Haifeng Wang, Mingyue Lin, Yoko Fukui, Yohei Jikihara, Tsuruo Nakayama, Sadao Yasui, Masatake Haruta, Toru 
Murayama, Hiroki. Miura, Tetsuya Shishido, ” Selective catalytic oxidation of ammonia over Pt-Au alloy catalysts", 
The 4rd International Symposium on Hydrogen Energy‒ based Society, Hachioji, Japan, 2019.8.22. 

31. C. Mochizuki, T. Shishido, T. Ishida, H. Masatake, T. Murayama, "Effect of the deposition of gold to Nb2O5 for 
photocatalytic oxidation of 5-hydroxymethylfurfural", The 4rd International Symposium on Hydrogen Energy‒ based 
Society, Hachioji, Japan, 2019.8.22. 

32. K. Nomura, “Vanadium- and niobium-alkylidene complexes catalysts for olefin metathesis polymerization”, 102nd 
Canadian Chemistry Conference and Exhibition (ケベック, カナダ, 6 月, 2019). Keynote 講演 

33. K. Nomura, “Olefin insertion copolymerization and ring opening metathesis polymerization with cyclic olefins 
(tentative)”, 2019 US-Japan Polymer Symposium: -Macromolecules: Challenges and Opportunities for the 21 st 
Century- (スタンフォード大学, カリフォルニア, アメリカ合衆国, 6 月, 2019).  招待講演 



 
34. K. Nomura, “Half-titanocene catalysts for synthesis of new polyolefins by ethylene copolymerizations, and solution 

XAS for analysis of active species”, 5th Blue Sky Conference on Catalytic Olefin Polymerization (ナポリ, ソレント, 
イタリア, 6 月, 2019).  招待講演 

35. K. Nomura, “Vanadium-, niobium-alkylidene catalysts for olefin metathesis polymerisation”, 23rd International 
Symposium on Olefin Metathesis and Related Chemistry (ISOM23) (バルセロナ, スペイン, 6 月, 2019).  Keynote
講演 

36. K. Nomura, “Olefin metathesis: Efficient methods for precise synthesis of new advanced conjugated polymers by 
exclusive end-modification”, 7th international symposium of Institute for Catalysis in Hokkaido University (札幌, 北
海道, 7 月, 2019).   Keynote 講演 

37. K. Nomura, “(Imido)vanadium and niobium complexes as efficient catalysts for ethylene dimerization/polymerization 
and ring-opening metathesis polymerization of cyclic olefins”, The 8th Asia-Pacific Congress on Catalysis (APCAT8) 
(バンコク, タイ, 8 月, 2019).  招待講演 

38. K. Nomura, “Olefin metathesis polymerization by vanadium-, niobium-alkylidene catalysts”, The 16th pacific polymer 
conference （シンガポール, 12 月, 2019).  招待講演 

39. K. Nomura, M. Tamm, “Effect of anionic donor ligands and Al cocatalyst in ethylene (co)polymerization using 
(arylimido)vanadium complex catalysts”, Asian Polyolefin Workshop 2019 (APO2019) (広島, 12月, 2019).  招待講
演 

40. K. Nomura, “Olefin metathesis: Efficient method for synthesis of functional polymers and fine chemicals”, Universiti 
Kebangsaan Malaysia (UKM) (クアラルンプール, マレーシア，12 月, 2019).  招待講演 

41. K. Nomura, “Polymerization/dimerization using (Imido)vanadium and niobium complex catalysts”, Mahidol 
University (バンコク, タイ，12 月, 2019).  招待講演 

42. 野村琴広, “Olefin metathesis: efficient methods for synthesis of advanced polymers, and conversion of bio 
renewables”, アテネオ マニラ大学 (マニラ, フィリピン, 1 月, 2020).  招待講演 

43. 野村琴広, “Olefin metathesis: efficient methods for synthesis of advanced polymers, and conversion of bio 
renewables”, フィリピン大学 Diliman 校 (マニラ, フィリピン, 1 月, 2020).  招待講演 

44. 野村琴広, “Metal catalyzed olefin polymerization: Efficient catalysts for synthesis of petroleum based polymers, and 
bio based polymers”, Pure and Applied Chemistry International Conference 2020 (PACCON 2020) (バンコク, タイ, 
2 月, 2020).  招待講演 
 

【依頼講演】 
1. 「高疎水性周辺環境を有するブレンステッド酸点の設計とその有機分子の加水分解に対する触媒作用」 

第 124 回触媒討論会（依頼講演）、三浦大樹 2019 年 9 月 19 日（木）長崎大学 
2. Design of High-Performance Alloy catalysts: Enhancing Activity and Switching Selectivity by the Incorporation of 

Palladium into Gold Nanoparticles,  
(Invited Lecture), T. Shishido, (Jan. 4th (Fri)), National Taiwan University, Taipei, Taiwan. 

3. 「担持合金ナノ粒子の触媒作用」 
（依頼講演）、宍戸哲也 2020 年１月 31 日（金）京都大学 

4. Supported Palladium-Gold Alloy Catalysts for Highly Efficient Hydrogen Storage System, (Invited Lecture), T. 
Shishido, PACCON2020 (Pure and Applied Chemistry International Conference 2020) (13-14th February 2020), 
Bangkok 

5. 「Pd-Au 合金ナノ粒子触媒による高効率水素発生・貯蔵技術」 
第 141 回表面技術協会講演大会（依頼講演）、宍戸哲也 2020 年 3 月 3 日（火）、4 日（水）首都大学東京 

6. 「担持合金ナノ粒子触媒による水素製造」 
日本化学会第 100 回春季年会（依頼講演）、宍戸哲也 2020 年 3 月 22 日（日）-25 日（水）東京理科大学 

7. 精密合成したクラスター材料の触媒特性 
第 124 回触媒討論会「界面分子変換の機構と制御」セッション（依頼講演），山添誠司, 長崎大学, 2019/9/18. 

8. Catalysis of Atomically Precise Metal/Metal Oxide Clusters 
Johnson Matthey Japan Academic Conference 2019 (invited), Seiji Yamazoe, 栃木, 2019/11/15. 

9. XAFS による精密合成した金属クラスターの構造・物性解明 
PF 研究会「XAFS・X 線顕微鏡分光分析分野での IMSS，PF 戦略的利用に関する研究会」（依頼講演）, 山添
誠司, つくば, 2019/12/18. 

10. 放射光を用いた金属クラスターの構造・物性解明 
第 8 回 SPring-8 グリーンサスティナブルケミストリー研究会/第 47 回 SPring-8 先端利用技術ワークショップ
触媒開発の最前線ー放射光を用いた触媒構造・活性発現因子の解明ー（依頼講演）, 山添誠司, 東京, 
2019/12/20. 

11. Daisuke Ishikawa, “Gold nanoparticle-loaded DNA hydrogel particles for catalytic application”, International 
Congress on Pure & Applied Chemistry (ICPAC) Yangon 2019, Yangon, Myanmar, 2019. 8. 6. 

12. C. Mochizuki, T. Shishido, T. Murayama, “Selective photo-oxidation of 5-hydroxymethylfurfural over 
Au/Nb2O5 catalyst”, The 24th International Conference on Semiconductor Photocatalysis and Solar Energy Conversion, 
Niagara, Canada, 2019. 10.16. 

13. C. Mochizuki, Mingyue Lin, Ayako Taketoshi, Hiroki Miura, Kiyotaka Nakajima, Tamao Ishida, Tetsuya Shishido, 
Masatake Haruta, Toru Murayama, “Selective oxidation of furfural derivatives over Au/Nb2O5”, TMU-CU Symposium 



 
2020, Tokyo, Japan, 2020. 1.10. 

14. Y. Inomata, Shin-ichi Hata, Makoto Mino, Eiji Kiyonaga, Keiichiro Morita, Kenji Hikino, Kazuhiro Yoshida, Hiroe 
Kubota, Takashi Toyao, Ken-ich Shimizu, Masatake Haruta, Toru Murayama, “Mixed-Valence Vanadium Oxide 
Catalyst for Low-Temperature DeNOx Process”, TMU-CU Symposium 2020, Tokyo, Japan, 2020. 1.10. 

15. T. Murayama, “Low-temperature NH3 selective catalytic oxidation for the air purification”, TMU-CU Symposium 
2020, Tokyo, Japan, 2020. 1.10. 

16. T. Murayama, ‘Nanoparticulate gold catalysts for air purification’, Ningbo University Symposium, Ningbo, China, 
2019. 11. 11. 

17. 村山徹，’アンモニアの室温除去を目的とした金ナノ粒子触媒の開発’， JPIJS 講演会，山形市，2019 年 10
月 30 日． 

18. T. Murayama, ‘Development of low temperature NH3-SCR catalyst’, Au-Sdarc Symposium on Gold Catalysis 2019, 
Yantai, China, 2019.9.22. 

19. T. Murayama, ‘Removal of low concentration contaminants by gas phase selective catalytic reactions’, International 
Conference on ADVANCES IN CATALYSIS: INDUSTRIAL OUTLOOK, Hyderabad, India, 2019. August. 1. 

20. 村山徹，「‘担体’に着目した金ナノ粒子触媒の開発」，触媒学会若手会フレッシュマンゼミナール，東京，2019
年 5 月 25 日 

21. 野村琴広, “精密重合と定量的な末端官能基化を基盤とする新しい集積型光機能材料の創製” 
高分子学会関東支部 第 60 回茨城地区活動講演会 (つくば, 6 月, 2019). 招待講演 

22. 野村琴広, “溶液 X 線吸収法（XAS）によるエチレンやスチレン重合触媒の活性種解析” 
第 14 回ポリオレフィン研究会（東京, 8 月, 2019).  招待講演 

23. 野村琴広, “オレフィンの精密重合・二量化に有効な高性能チタンおよびバナジウム分子触媒の設計” 
第 124 回触媒討論会（長崎大学, 9 月, 2019).  招待講演 

 
【論文発表又は著書発行（発表題目，著者，発表誌又は出版社，年月を記入）】 
1. “Silylation of Aryl Chlorides by Bimetallic Catalysis of Palladium and Gold on Alloy Nanoparticles” Miura, H.; 

Masaki, Y.; Fukuta, Y.; Shishido, T. Adv. Synth. Catal. 2020, in press.  【Featured as Front Cover】 
2. “Acid Property of Alumina-Based Mixed Oxides Supported Tungsten Oxide” Saito, M.; Aihara, T.; Miura, H.; 

Shishido, T. Catal. Today 2020, in press. 
3. “Importance of the Pd and Surrounding Sites in Hydrosilylation of Internal Alkynes by Palladium-Gold Alloy 

Catalyst” Sadhukhan, T.; Junkaew, A.; Zhao, P.; Miura, H.; Shishido, T.; Ehara, M. Organometallics 2020, 39, 528–537.
【Featured as a Supplementary Cover】 

4. “Investigation of the mechanism of the selective hydrogenolysis of C-O bonds over a Pt/WO3/Al2O3 catalyst” Aihara, 
T.; Miura, H.; Shishido, T. Catal. Today 2020, in press. 

5. “One-pot synthesis of lactic acid from glycerol over Pt/L-Nb2O5 catalyst under base-free conditions” Shixiang, F.; 
Takahashi, K.; Miura, H.; Shishido, T. Fuel Process. Technol. 2020, 197, 106202 

6. “Reductive Cycloisomerization of Diynes by Supported Palladium Catalysts and Subsequent [4+2] Cycloaddition 
Leading to Cyclohexene Derivatives” Miura, H.; Tanaka Y.; Nakahara, K.; Shishido, T. ChemCatChem 2019, 12, 
455–458.  

7. “Effect of Perimeter Interface Length between 2D WO3 Monolayer Domain and γ-Al2O3 on Selective Hydrogenolysis 
of Glycerol to 1,3-Propanediol” Aihara, T.; Miura, H.; Shishido, T. Catal. Sci. Technol. 2019, 9, 5359–5367. 

8. “Supported Gold-Palladium Alloy Catalysts for Highly Efficient Hydrogen Storage System based on Ammonium 
Bicarbonate/Formate Redox Equilibrium” Nakajima, K.; Tominaga, M.; Waseda, M.; Miura, H.; Shishido, T. ACS 
Sustainable Chem. Eng. 2019, 7, 6522–6530. 

9. “The importance of direct reduction in synthesizing highly active Pt-Sn/SBA-15 for n-butane dehydrogenation” Deng, 
L.; Miura, H.; Ohkubo, T.; Shishido, T.; Zheng, W.; Hosokawa, S.; Teramura, K.; Tanaka, T. Catal. Sci. Technol. 2019, 
9, 947–956. 【Featured as a Front Cover】 
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・チュラロンコン大学 Prof. Boonyarach Kitiyanan  2020 年 1 月 
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・Yantai University Prof. Caixia Qi，2019 年 5 月 
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・Hanoi University of Science and Technology Lecturer Luong Xuan Dien, 2019 年 8 月 
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・ 東京都経済交流プラットフォーム事業 「加熱式の金ナノ粒子担持触媒再生ユニットを用いた食料・花卉の

鮮度保持システムの開発と公衆衛生への応用検討」研究代表 村山徹 (30,000 千円) 
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・「水素を作る・ためる・運ぶ・使うための「触媒」」宍戸哲也 化学と教育,2019, 5, 214-215. 
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（工業所有権の名称,発明者,権利者,工業所有権の種類・番号,出願年月日,取得年月日 
・振動触媒に関する特許（P2019-0038，山添誠司）の出願手続き中 
・二酸化炭素固定化回収に関する特許（P2019-0064，山添誠司，宍戸哲也，三浦大樹）出願手続き中 


